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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文では，文章理解を「一貫した状況モデルを構築することである」と定義し，さらに，この状況モデ
ルの構築には読み手の推論生成が大きく関わることから，日本人第二言語（L2）学習者がどのようなプロ
セスをたどって推論生成を行うかについて示している。主な目的は，次の 3点にまとめられる。
　（a）英語学習者の読解における推論生成プロセスを明らかにすること
　（b）読解質問が推論生成に及ぼす影響を調べること
　（c） 英語リーディングテストに推論生成等のプロセスを反映した問題が含まれているか，さらに，上位レ
ベルの処理，下位レベルの処理に分類されるプロセス間にはどのような関係があるかについて調べる
こと
　第 1章，序論では，読解研究の変遷を概観すると，その焦点がテキスト重視から読み手重視の立場へと移っ
てきていること，また，L2学習者の読解プロセスについてはこれまでもあまり明らかにされていない側面
が多いことが示され，本論文は，読み手重視の立場にたつ L2読解を対象とした研究であることが述べられ
ている。
　第 2章，関連研究の概観では，リーディングプロセスを「正書法処理」，「音韻符号化」，「単語認知」など，
複数の構成素に分けて捉える componential modelについて，さらに Llリーディング研究でめざましい発展を
みている推論生成プロセス理論について概観する。推論生成プロセスに関する理論については，「コンストラ
クショニスト理論」，「ミニマリスト仮説」，「共鳴仮説」，van den Broekら（1993）の理論，「イベントインデッ
クスモデル」の 5つを取り上げ，それぞれについて，日本人 L2（英語）学習者の読解プロセスを明らかにす
るのに有効であるかという観点から評価を加えている。さらに，筆記再生法，発話プロトコル法など，推論
のデータ収集方法について，また，質問と推論生成に関するこれまでの研究についても概観している。そして，
本研究の意義として，これまでの研究における問題点を挙げ，リサーチクエスチョンを設定している。
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　第 3章，調査 1「L2熟達度の異なる英語学習者の心的表象 :推論に着目して」では，日本人英語学習者が
読解においてどのような心的表象を構築するかについて調べるため，van den Broekら（1993）を一部修正
した推論タイプの枠組みを用いて，読解における「局所的関連づけ推論」，「全体的関連づけ推論」，「精緻化
推論」の推論生成について調べている。大学生 101人を対象に調査を実施した結果，L2熟達度の高い読み
手は低い読み手と比べて，局所的な首尾一貫性を構築する推論（「局所的関連づけ推論」）を多く行っている
こと，また，背景知識を利用してテキスト情報を詳細化する推論（「精緻化推論」）の生成には大きな違いが
見られないことが示されている。
　第 4章，調査 2「因果的先行詞の推論の生成と質問」では，首尾一貫性の構築に関わり，また物語文読解
の際にもとりわけ重要であるとされる因果関係の原因に関する推論（因果的先行詞の推論）の生成プロセス，
および「なぜ型」質問文（「その出来事はなぜ起こったのだと思いますか」）が読解に及ぼす影響について調
べるため，大学生 37人を対象に，調査を実施している。その結果，推論生成量と推論によって統合される
テキスト部分の字義的理解との間には中程度の相関関係がみられること，さらに，この「なぜ型」質問が与
えられることによって学習者の推論生成量が増加すること，また，その効果は推論生成のみに留まらず推論
によって統合されるテキスト部分の字義的理解にも見られることが明らかにされている。
　第 5章，調査 3「質問の提示順序が文章理解に及ぼす影響」では，どのように学習者に質問を提示すると
最も効果的であるかについてさらに検証を行っている。本調査では，特に，その提示順序に着目する。読み
手が生成する推論について問う「推論質問」と文章全体のテーマについて問う「テーマ」質問の 2種類を対
象とし，「詳細な質問から，徐々にテーマなど文章の全体に関する質問」（「詳細→全体」）という提示順序と，
「テーマなど文章の全体に関する質問から，詳細な質問」（「全体→詳細」）という提示順序の 2通りの効果を
比較している。高校生 827人を対象に調査を実施した結果，L2読解熟達度の低い学習者には，「詳細→全体」
の順に提示される方が「全体→詳細」の順に提示されるよりも効果的であることが示されている。
　第 6章，調査 4「上位レベルの処理・下位レベルの処理を測定するリーディングテストの質問文につい
て」では，国内外で広く用いられている英語テストのリーディングセクションにおいて，どのような読解プ
ロセスを測定する質問項目が含まれているかについて調べている。その結果，TOEFL（Test of English as a 
Foreign Language）では幅広いプロセスを測定する一方で，英検の問題構成に文章中に明示されている情報
の理解に関する問題に偏りが見られることが示されている。さらに，大学生 200人を対象にこれら 2つのテ
ストを実施し，明示情報について問う質問を「下位レベルの処理」，推論などの内容について問う質問を「上
位レベルの処理」としてこれら 2つの処理間の相関分析を行ったところ，中程度の相関がみられ，「下位レ
ベルの処理」のみで受験者の幅広いリーディング能力を測定できないとの予測を裏付ける結果となっている。
　第 7章，結論では，L2熟達度の低い学習者には特に局所的一貫性を重視した指導が重要であること，読
解質問が学習者の推論生成に効果的であること，その質問の提示順序に関しても教師は配慮する必要がある
こと，幅広いリーディング能力を対象にテストを開発する場合には上位レベルの処理に関するテスト項目作
成の重要性について指摘し，さらに，今後の課題についてまとめている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，第 2言語（L2）学習者の読解時における推論生成のプロセスについて，L2リーディングを対
象とした研究が少なく，また，そのプロセスが解明されていないところに着目して，英語学習者の読解にお
ける推論生成プロセスの明確化，質問の推論生成への影響，英語読解テストにおける推論生成等のプロセス
を測定する問題について調べることを目的として，4つの調査を実施し，その結果を詳細に綿密に分析して
いる。調査 1は，推論タイプで生成量の差が生ずるかを調べる目的で，101人の大学生を対象として第 2言
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語熟達度テスト及び，筆記再生法を実施した結果，第 2言語熟達度テストによって区別された上位群の方が
推論を多く再生したことが明らかにされた。調査 2では，発話プロトコルを使い大学生 37人の発話をすべ
て文字化して分析した。文字化の作業は大変手間がかかり，著者の熱意には感心させられる。この調査によ
り，「なぜ型」質問が与えられる前よりも与えられた後で推論生成が促進されること，又，「なぜ型」質問が
与えられることによって，テキストの字義的な理解もより正確になることが判明した。調査 3では，827人
の高校生を対象として，推論についての質問について，提示の順序による効果を調べた結果，熟達度の低い
生徒には「詳細→全体」の順に提示される方が内容理解によい影響がみられることがわかった。これは，英
語教育における有用な知見である。調査 4では，「全体」を問う質問が含まれているかを調べるために英検
（2級），TOEFL，大学入試センター試験を分析したが，TOEFLは比較的に均衡のとれた設問方法であるが，
英検は推論，テーマに関する質問が殆ど無いこと，センター試験は両者の中間であることがわかり，今後の
テスト開発において参考になるだろう。本論文では分析結果のために，一部ではあるが，効果量，関連の強
さを使う最新の統計処理の方法を採用している。英語教育学の論文は，Publication Manual of the American 
Psychological Association（5 th ed.）.（2001）（APAと略）に従うことになっており，その本の中で，効果量（effect 
size）又は関係の強さ（strength of relationship）の指標を含めることが殆ど常に必要だとの指摘がされており，
一般的な原則は，読者に統計的有意性だけでなく，観測された効果又は，関係の大きさの評価を読者に可能
にさせるほどの情報を与えることだと記されている。本論文の分析検討で，一部，効果量を使用しているの
は将来を見据えた研究であると思われる。
　この研究で分かったことは，主に 3点ある。第 1点は，「なぜ型」質問が内容理解を伸ばすということであり，
これは，有用な知見である。第 2点は，熟達度下位群の学習者には，推論質問を「詳細→全体」の順にする
方がよいということである。第 3点は，読解テストを作成する場合，細かいことを聞く質問から，テーマ質
問まで，いろいろな型の質問を取り入れる必要があるということである。
　以上のように，本論文の成果には読解における推論生成の研究において少なからぬ意義があるが，若干の
手直しと工夫が必要であろう。第一には，調査 1から 4の相互関係を図にしたが，その図についての説明を
入れるべきであろう。第二に，本研究は，筆記再生法とプロトコルとを用いた質的研究が中心であったが，
読解用ソフト「Super Lab」等を用い反応時間を取る等して量的研究もする必要があるだろう。第三に，参
加者が，テスト作成者が測定を意図している技能・能力を使って問題を解いているかは，疑問であるので，
今後この点の検討を精査する必要があるだろう。第四に，本研究において，推論質問の「詳細→全体」の順，
又は，逆の順について，上位群の効果量が小さかったが，他の種類の質問を含めた場合には，より強い結果
になったかもしれない点である。このような点を改善し，一層の精査と考察と工夫を施すことによって，学
術論文として完成度が一層高まることを期待したい。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
